
 第２０回 ＫＥＫ技術職員シンポジウム 

「技術職員の人材育成の制度と運用、活躍の場づくり」 

参加２６機関 参加者７４名 

岩手大学 秋田大学 東北大学 群馬大学 

千葉大学 埼玉大学 東京工業大学 筑波大学 

東京大学 横浜国立大学 静岡大学 新潟大学 

富山大学 
豊橋技術 
科学大学 

長岡技術 
科学大学 

国立天文台 

国立遺伝学研究所 国立天文台 分子科学研究所 生理学研究所 

山口大学 大阪大学 徳島大学 香川大学 

九州大学 宇都宮大学 
高エネルギー 

加速器研究機構 
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KEKシンポジウム年表１ 
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H13.1中央省庁再編（第2次森内閣）１府22省庁⇒１府12省庁 
第１回 平成１３年１月   「独立行政法人化と技術職員組織」等について 
 
H13.4 第1次小泉内閣発足   ≪技術業務などのアウトソーシング化が社会で進行≫ 
第２回 平成１４年１月 国立大学等の法人化と技術職員に関わる検討事項 
第３回 平成１５年３月 国立大学等の法人化と技術職員に関わる検討事項 
第４回 平成１６年１月  ・研修・技術交流・人事交流等について、・技術者の社会貢献、広報等について 
 
≪平成１６年４月より法人化 第一期中期計画の開始≫ 
第５回 平成１７年３月 ・法人化後における技術組織・運営等について 
               ・技術交流等について 
第６回 平成１８年１月 ・技術職員の業務内容の多様化に対応する運営体制の構築について 
               ・各大学及び研究機関における業務の評価について 
               ・資質向上と後継者育成の取り組みについて 
 第７回 平成１９年１月 ・技術職員の人材の有効活用と運営について 
               ・技術職員の組織及び運営の評価について 
               ・資質向上と自立した技術職員の後継者育成について 
               ・社会貢献等の取り組みについて 
 第８回 平成２０年１月 ・技術職員に係る運営体制について、実行された具体的施策 
                 （期待された成果、新たに浮上した課題等） 
               ・中期計画前期における成果と後期に向けた具体的施策について 
 第９回 平成２１年１月 ・中期計画の総括に向けた具体的施策について 
               ・技術の有効活用について 
               ・後継者の育成と技術の継承について 



KEKシンポジウム年表２ 
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≪平成２２年４月より第二期中期計画の開始≫ 
第１０回 平成２２年３月 技術職員の人員計画等について（新人採用、再雇用、・・・） 
第１１回 平成２３年１月 ・技術職員の人員計画等について、  
                ・第二期中期計画における技術職員組織の進め方 
第１２回 平成２４年１月 ・技術職員の在り方と組織化の役割について、  
                ・技術職員の人員計画等について（新人採用、再雇用、人事交流 ・・・） 
第１３回 平成２５年１月 ・各機関における専門的な研修（研修制度）への取り組み、 
                ・技術職員の在り方と組織化の役割について組織化による人材、 
                 技術、設備の活用への効果 
第14回  平成25年度   テーマ１：技術業務に対応するための効率的手法、 
                テーマ２：後継者の育成 
第15回  平成26年度   法人化10年と今後（組織について、業務内容の変化、評価と処遇） 
 
≪平成２7年４月より第三期中期計画の開始≫ 
第16回  平成27年度   技術職員のプレゼンスの向上、 
                ・一人ひとりの努力と機関における位置づけ、 
                ・技術研究会などを通したスキルアップの施策 
第17回  平成28年度   「技術職員関連の見える化活動」、「若手の育成とシニア層の活躍」 
第18回  平成29年度   「ワークライフバランスと人づくり」 ～ 技術職員の働き方・採用と育成 ～ 
第19回  平成30年度   「技術職員の採用活動とその後の育成、働き方」 
第20回 令和01年度    「技術職員の人材育成の制度と運用、活躍の場づくり」 



高エネルギー加速器研究機構 

山野井 豊 

令和２年１月２３日-24日 

技術職員の人材育成制度と 
運用、活躍の場（機会）づくり 



「技術職員」の育成・活躍促進 
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KEKの紹介 
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 設置目的：高性能な加速器を用いた科学分野の総合的発
展の拠点となって、国内外の研究を推進すること 

 

 つくばキャンパス、東海キャンパス、和光キャンパス 

 

 大学共同利用機関法人 1105名（有期雇用を含む） 
 素粒子原子核研究所 教員：119名、技術職員：32名 

 物質構造科学研究所 教員： 67名、技術職員：22名 

 加速器研究施設  教員：147名、技術職員：66名 

 共通基盤研究施設  教員： 41名、技術職員：34名 

 管理局（施設部を含む）    167名 

           有期雇用：185名 

 

 

 
 

 

計154名 



職員構成 
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令和1年10月現在 



ＫＥＫ技術部の沿革 
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１９５５ 東京大学 原子核研究所 設立 

１９７１ 高エネルギー物理学研究所 設置   ７名 

１９７３               教室系技官  ４８名 

１９７７ 技術部設置   

      １部 ５課１９係                 ７６名 

１９９０  １部１２課４班６１係    １５７名 

１９９７ 高エネルギー加速器研究機構へ改組       

      １部１次１３課１４班７１係  １７２名 

２００３  １部１次１３課１４班７１係  １６５名    

２００４ 法人化、同時に職制の変更、技術部の廃止 

２０２０ 現在              １５４名 

２７年 

１６年 

技官 

技術職員 

技官 

必要なマンパワー 

技術系職員数 



2004年法人化以降の取り組み 
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 採用方法 

 職制 

 組織 

 研修・セミナー 

 交流会 

 企画運営参加 

 表彰 

 記録 

 技術の普及・拡大 

 

人材育成のための（機会）はここにある！ 



採用方法 
10 

 国立大学等職員採用試験（年齢制限30歳まで）7月頃 
 国大協の説明会（仕事紹介ガイドブック掲載） 
 就活パンフレット 

 独自採用試験（年齢上限なし）5月頃 
 インターシップ開催 リクナビの利用 
 就職サイトの利用（JREC-IN,ハローワーク） 
 学会メーリングリスト 

 
 経験者採用試験（通年） 

 技術経験を取り込む 
 年齢構成上の谷間を埋める 
 

 



採用方法 

最終学歴 

キャリア 

性別 

過去５年間の実績 
11 

男性 18名 女性 6名 

新卒 10名 社会人 14名 

４年制大学および大学院 19名 
高等専門学校 
および専攻科 5名 

国立大学法人等 
採用試験 12名 

機構独自採用試験 12名 

技術職員では女性比率10.1%（2020年度14名）、目標14.6%（2021年度17名） 



職位（技術力のものさし） 
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主任技師 

先任技師 

専門技師 

技師 

准技師 

技術員 採用からおよそ1～3年くらい 

色々な仕事を経験する時期 ～10年 

仕事（技術分野）を任せられる時期 ～12年 

得意な技術分野の専門家 ～10年 

得意な技術分野のプロでありアドバイザー ～10年 

全体のとりまとめ 

（係長） 

（班長） 

（課長） 

（部長） 

（係員） 

（主任） 

機構内公募 



職制 
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 技術部はありません 

 技術力（主任、先任、専門、技師、准技師、技術員）職位 

 マネージメント力（技術調整役、技術副主幹）管理職 

 

 部長≒技術調整役 4 

 課長≒技術副主幹 19 

 任期付きの併任制 

 

 技師で技術副主幹もあります 



技術研修・技術セミナー （入門） 
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 初任者研修（計画採用で毎年3-5名採用） 

管理局主催初任者研修（5日間） 

機構の紹介、簡単なビジネスマナー、安全意識醸成 

技術部門主催（3か月間） 

配属される組織、グループ以外の職場を体験すること
を目的とする 

 技術専門研修（年2,3テーマ） 
人事記録にこだわらない 

テーマは希望を募って準備 

 技術セミナー 

 

スタートする道案内 



機構外へ 
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 CERN派遣研修（１年間スイスCERNへ） 

２００２年から過去１２名 

現在1名派遣中 スイスCERNへ 

派遣期間は2019年5月1日～2019年4月30日 

 

 長期海外派遣制度（最大２年間） 
現在1名派遣中 独ＤＥＳＹへ 

派遣期間は2019年5月5日〜2020年5月9日 

 

 ① 一部のプログラムにおいては大学や高専の技術職員にも開放 

➁ これら機関（16機関）の教育研究機能の向上にも貢献 



技術交流会・技術研究会 （交流） 
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 各職場（研究所、研究施設）での技術交流会 
 毎月または年１回 

 

 全体の技術交流会（年1回） 
 お互いの技量を知る機会、俯瞰的な視野 

 

 

 技術研究会（機器分析、実験・実習） 

 総合技術研究会（隔年） 

 

 学会、専門家の集まりの研究会（国内・海外） 
 より幅広い俯瞰的な視野、より高度な技術・技能習得 

 

 SAT（テクノロジーショーケース） 

 



企画、運営の参加 （企画運営の参加） 
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 実行委員会を通してやり遂げる経験を得る 
それぞれ6名程度で企画委員会 

初任者研修企画委員会 

インターンシップ企画委員会 

技術職員シンポジウム、技術研究会実行委員会 

技術職員報告集（隔年）編集委員会 

研修委員会（含 語学研修） 

技術交流会・技術セミナー 

技術部門HP運用委員会 

 スケジュール管理、段取りのスキルアップ 



技術職員の人材育成 （表彰） 
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 KEK技術賞（機構内） 

 2000年から55件の表彰 

１）技術への取り組みが創造的である 

２）技術の具体化への貢献、成果が顕著である 

３）KEKの推進する研究計画への技術貢献が顕著である 

４）技術伝承への努力が積み重ねられている 

 毎年ヒーローをつくろう（＝ロールモデル） 

 

 科学技術分野の文部科学大臣表彰（研究支援賞） 
 第1回： 令和元年５月３１日(金)～７月２５日(木) 

 https://www.mext.go.jp/a_menu/jinzai/hyoushou/1414653.htm 



報告集の出版 （記録） 
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 技術交流会報告集 
  https://www2.kek.jp/engineer/tsukuba/koryu/#pageLink02 

 技術職員報告集（隔年） 
  https://www2.kek.jp/engineer/tsukuba/hokoku/#pageLink01 

 KEK技術賞報告集     
  https://www2.kek.jp/engineer/tsukuba/hokoku/#gijutsu 

 

 すべてを電子出版とアーカイブス化 

技術部門HP、KEK研究成果データベースに掲載 

 

 

 

成果の可視化を通して、技術資料作成のスキルアップ 
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https://www2.kek.jp/engineer/ 

https://www2.kek.jp/engineer/


https://www2.kek.jp/engineer/tsukuba/sympo/#pageLink02 
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https://www2.kek.jp/engineer/tsukuba/sympo/#pageLink02


22 



技術職員の人材育成 （技術の普及・拡大） 
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 外部資金、科研費等の挑戦 
外部資金、科研費への応募 

研究者番号の保有率 

（2005年）52.2%→（2019年）69.1% 

  

 知財関連（特許） 

 

 大学、民間企業との共同研究、受託研究 

 
自分で使える資金を獲得する 



最後に 
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 モチベーションを上げるのが上司の役割 

 手配師にならない 

 自らも参加しましょう（任せっきりはダメ） 

 仕事を丸投げしない 

 組織として経験を生かして効率的にする 

 



ご清聴ありがとうございました 
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